
 
 

 

■ 趣 旨  
特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議は産・学・官・民の研究者等により構成され、瀬戸内海の環境

保全と適正利用について研究と提言を行っています。 
瀬戸内海では、海域によって、窒素、リンの濃度が低下し、栄養塩類の適切な濃度レベルの管理（下

水処理施設における管理運転を含む）が課題の一つとなっていますが、その一方で、瀬戸内海の COD は
横ばい、あるいは微増の傾向が見られ、環境基準の達成率は 77%に留まっています。 
 こうした現状にあって、下水処理施設における管理運転やダムからの放流等により窒素、リンが供
給された場合には、CODが上昇し、環境基準の達成率が低下するのではないかという懸念も出されてお
り、栄養塩類の適切な濃度管理による当該海域のCODへの影響について研究する必要があります。 
  また、外洋水等の COD、窒素及びリンの濃度データを活用して、大阪湾から外洋に至る範囲を対象と
したシミュレーションを実施することで、外洋水が瀬戸内海の COD に影響する要因を科学的に明らかに
することが求められています。 
今回のワークショップでは、特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議が瀬戸内海環境保全知事・市長会

議（議長：兵庫県知事）から委託を受け、これらの課題について平成 29 年度から２年間研究を行ってき
た結果を発表します。 

 

■ 日 時 

   平成３０年１２月１８日（火） １３：３０～１６：３０ 

 

■ 場 所 

   ラッセホール リリー 神戸市中央区中山手通 4-10-8 （T E L 078-291-1117） 

 

 

■ 主催・後援 

主 催 特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議 

後 援 瀬戸内海環境保全知事・市長会議、ひょうご環境保全連絡会、 

公益社団法人瀬戸内海環境保全協会 

 

■ 定員・参加方法等 

定  員：１００名（定員になり次第締め切らせて頂きます。） 

参加費：無料 

１２月１４日（金）までに、裏面の参加申込書にご記入の上、ＦＡＸ、郵送、Ｅメールにて、 

事務局までお申込下さい。（参加証等は発行しませんので、お申込のうえ当日会場へお越し下さい。） 

 

■ お申込・お問い合わせ先 

特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議事務局 

 〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通 1-5-2 

     人と防災未来センター東館５階  

 （公社）瀬戸内海環境保全協会内（担当：樋口） 

TEL  078-241-7720 FAX  078-241-7730  

Ｅメール：web＠seto.or.jp 

 

 

 

プログラム、参加申込書は裏面にあります。 

 

🚃 神戸市営地下鉄「県庁前駅」下車 徒歩 5 分 
🚃 ＪＲ・阪神「元町駅」下車 徒歩 8 分 

🚃 ＪＲ・阪急・阪神・神戸市営地下鉄「三宮駅」下車 徒歩 15 分 

 付近見取図は下図参照 

【会場付近見取図】 

平成 30 年度瀬戸内海研究会議 瀬戸内海の

環境保全・創造に係る研究ワークショップ 
平成30年、兵庫県は成立150 周年を迎えます。こ

の節目にあたり、ふるさと兵庫を再認識し、新た

な兵庫づくりを考える機会とするため、当該事業

を実施します。 

定員に達しましたので、締切前ではございますが参加申込を締め切らせていただきます。 

多くのお申込をいただきありがとうございました。 



プ ロ グ ラ ム 
■ 開会あいさつ                           13：30～13：35 

  柳 哲雄（特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議 理事長）  

■ 研究の趣旨、実施体制                       13：35～13：45 

  多田 邦尚（特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議 副理事長兼企画委員長） 

■ 研究発表                             13：45～15：50 

 ○小課題１「瀬戸内海における環境基準達成と栄養塩管理に関する研究」 

 ・概要説明   福岡県保健環境研究所 専門研究員 熊谷 博史 

 ・公募研究テーマ 

  ①「季別運転を行う下水処理場の放流水に含まれる栄養塩類の動態と放流先海域における

栄養塩類及び COD への影響」 

      福岡県保健環境研究所 主任技師 柏原 学 

  ②「播磨灘の海水中の形態別 CNP 比とシミュレーションモデルによる効果的な栄養塩供給

の探索」 

      公益財団法人ひょうご環境創造協会兵庫県環境研究センター 主任研究員  

      鈴木 元治 

             休    憩 （14：55～15：10）  

  ○小課題２「外洋水が大阪湾の COD に及ぼす影響」 

  ・概要説明  大阪工業大学工学部 特任教授 駒井 幸雄 

  ・公募研究テーマ 

   「実測およびシミュレーションによる外洋水の COD が大阪湾の COD に与える影響の定量

的評価」 

          (地独)大阪府立環境農林水産総合研究所  主任研究員 矢吹 芳教 

 

■ 総合討論・総評                        15：50～16：20 

 コーディネーター：多田 邦尚 

                   （特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議 副理事長兼企画委員長） 

■ 閉会あいさつ  
 神田 泰宏（特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議 副理事長） 

 

   

 
参 加 申 込 書（FAX 078-241-7730） 

日時：平成 30 年 12 月 18日（火）13：30～16：30   場所：ラッセホール リリー 

（参加証は発行しません。定員を超えた場合のみご連絡いたします。） 

所 属 氏

フリ

 名

ガナ

 住 所 TEL & FAX 

    

    

    

 ご提出頂いた個人情報は本事業の目的以外には利用しません。 

定員に達しましたので、締切前ではございますが参加申込を締め切らせていただきます。 

多くのお申込をいただきありがとうございました。 


